
平成２９年度　中央区地域活性化事業交付金　交付決定事業　【小山地区】

交付決定

事業の背景 事業の目的 事業の内容 年月日 全体額 申請額 交付金額

1
小山共育コミュニ
ティー

小山地域の子ども、大
人、高齢者のふれあい
と協力による安心安全
な町づくり事業

小山地域は比較的落ち着いた安心安全な地域
だが、地域社会の人と人とのつながりの希薄化
から、町の汚れ、犯罪の発生、青少年問題、孤
立など様々な課題もある。地域の子ども、大人、
高齢者が一緒になって取り組む活動を通じて、
人と人とのつながりを深め、子どもたちが大人を
信頼できる安心安全で美しく落ち着いた小山の
町づくりに努めたい。そのために地域で考え、集
い、行動するように活動していきたい。

　小山地区の幅広い世代の交流とふれあいの
活動、子どもたちの居場所づくりを通して、安心
安全で美しく落ち着いた、住み良い小山の町づく
りを目指す。

・遊びや学びとふれあい活動を通した子どもの
居場所づくりと地域の人々への支援
・交流事業（絵手紙、歌の集い、地域の仲間づく
り、廃油石けんづくり、昔の遊び体験「あそびの
学校」、地域のごみ拾い、美化活動などの開催）
・支援が必要な児童・生徒に対する学習支援

H29.7.18 60,000 30,000 30,000

2
小山地区防災マップ
作成委員会

小山地区防災マップ作
成事業

現在、小山地区全体の防災マップは存在してい
ない。独自で作成し、配布している自治会はある
が、作成していない自治会も多く、取り組みにば
らつきがあるため、全体像を把握できない状態
である。
今年度は避難所運営協議会も動き出し、他の機
関と連携した防災訓練も多く実施したことから、
地域の防災に対する機運も高まってきている。
また、日頃から防災マップを求めて公民館に来
館する方も少なくないことや、高齢者支援セン
ターからも防災マップ作成の要望があったことを
受け、今回作成することとなった。

小山地区全体の防災マップを作成し、地域住民
に広く配布することで地区全体の災害時の備え
を強化したい。また、自治会加入者に配ることで
退会防止を図る。未加入者には、各自治会の担
当者が訪問して配り、自治会の加入促進を図
る。

・防災マップの作成による地域の防災力の向上
・防災マップの配布による自治会加入促進及び
退会防止活動

H29.9.13 578,340 578,000 578,000

3
小山音頭保存普及
実行委員会

小山音頭によるふるさと
づくり推進事業

小山音頭は平成１６年に元自治会連合会長の
岸氏作詞により作成された。
当時作成された音源の音質が悪いことや、振り
付けが小学校で児童が習うものと大人が地域の
夏祭りで踊っているものの２パターン存在してい
ることから、子どもから高齢者までが同じ踊りを
楽しむことが困難になっており、地域で踊られる
機会が減ってきている。
しかし、最近は一部の自治会において大人が子
どもの振り付けに合わせる動きが見られはじめ
たことから、小山地区全体で振付けを統一し、子
どもから高齢者まで誰もが楽しく踊れるように普
及させることになった。

小山音頭の統一した振り付けを地区全体へ周
知し、地域の踊りとして子どもから高齢者まで誰
もが楽しく踊れるよう普及することで、ふるさとづ
くりや地域の一体感の醸成を図る。

・音源ＣＤと振り付けＤＶＤの作成
・地域内への振り付けの普及活動

H30.1.4 420,939 420,000 420,000

2,387,000 2,387,000 2,387,000

うち小山地区分 うち小山地区分 うち小山地区分

310,000 310,000 310,000

1,369,279 1,338,000 1,338,000

事業予算（単位：円）

平成３０年３月３１日現在

№ 団体名 事業等の名称
事 業 の 概 要

・事故が発生しやすい交差点等に「自転車も止
まれ！」の標柱幕を掲出することにより、自転車
利用者への啓発活動を行い、自転車事故撲滅
につなげる。
・標柱幕を設置することにより各地区における交
通安全の機運を高め、啓発活動を実施する。

H30.1.29
中央区自治連自転
車対策会議
（※８地区合同事業）

自転車事故撲滅のため
の交通安全啓発事業

4

中央区は、数年に渡って自転車事故多発地域
及び高齢者事故多発地域に指定されるなど、交
通事故が非常に多い地域である。今年において
も昨年を上回るペースで事故が発生しており、
早急な対策が必要な状況である。
各地区や各団体において、１件でも多く事故を
減らすために取り組んでいるところではあるが、
活動の範囲は地区内に限定され、広域的な活
動はあまりされてこなかった。そこで、この自転
車事故対策問題を中央区全体の課題と捉え、広
域的な活動を開始することとなった。

中央区全体で自転車利用者に対して標柱幕に
よる交通安全啓発活動に取り組むことにより、自
転車事故を撲滅する。


